
まちづくりゲーム

「紡ぐ・ビジョン・MATCH－まちの未来をソウゾウする－」
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資料２

2040年頃の地域を舞台に未来のライフスタイルを描こう
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■ゲーム作成の背景

■ 都市計画・施策の内容が、常識や既存の制度の枠組みにとらわれすぎて

いないか？

■ そこに暮らす人々の暮らしを見据えたものになっているだろうか？

→人々のこだわりのライフスタイルが共感を生み、コミュニティが

育ち、そのコミュニティがまちの個性をつくっていくのではないか

■ 地域に暮らす住民や行政職員、事業者がその立場の垣根なく協働し、

ビジョンに基づく計画を立案するための方法論が求められている

■ 多様なアイデアを出し合い、それらをもとにエリアのビジョンについて

思いを巡らすことが求められている
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■ゲームの特徴

■ 各地域の資源・強みが活かした新しいライフスタイルを創造できる

■ 都市・地域づくりに関わる将来の技術やトレンドの組み合わせを常識や

既存の制度の枠組みに捉われずに検討可能

■ ライフスタイルが展開される空間を「シーン」として表現できる

■豊かなシーンの積み重ねの上に、まちの将来像を思い描ける
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■ゲームの特徴

＜暮らしのシーンのイメージ＞

出典：まちのみらい研究会（特別委員会）事業報告資料（ （公社）日本都市計画学会関西支部）



4出典：ライフスタイルが紡ぐまちのみらい研究会「研究会活動成果」（（公社）日本都市計画学会関西支部）
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■どんなゲーム？

■ 日本都市計画学会関西支部特別委員会「ライフスタイルが紡ぐまち

のみらい研究会」が企画・制作したまちづくりゲーム

■ カードゲームのデータ・説明書は以下のQRコードから無償でダウン

ロードでき、自由に利用可能

ダウンロード用URL
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■ゲームの進め方

所用時間 45～80分程度

人 数 5～6人

使用ツール ①トレンドカード７枚

今起きつつあるまたは主流化すると予想される未来におけるライフスタイル

や価値観のトレンド、技術・制度などを14のカテゴリーで整理したカード

②ビジョンシート２枚

①を用いて地域における“新しい暮らしのシーン”を参加者と共有できるよう

にするため、「どのような主体が」「いつ」「誰と」「何をしている」シー

ンであるかを書きまとめる用紙

トレンドカード ビジョンシート
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■ゲームの進め方

STEP １ シンキング（15分）

進行役が１人７枚ずつトレンドカードを配ります。01

配られたトレンドカードから暮らしのシーンをイメージし、
未来の架空の生活者になりきって「ビジョンシート」に記入
します。（できるだけ複数のトレンドカードを組み合わせて考えましょう）

02

トレンドカードを
組み合わせて記入
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■ゲームの進め方

ビジョンカードの一例
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■ゲームの進め方

ビジョンシートの一例
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■ゲームの進め方

STEP ２ プレゼンテーション（15分<3分×5人>）

ビジョンシートと使用したトレンド
カードをテーブルに出し、メンバーに
向けて各自プレゼンテーションします。

01

STEP ３ シンキング＋プレゼンテーション（２回目）

残ったトレンドカードを用いてビジョンシートの２枚目に理想の
暮らし方のシーンを記入します。

02 ビジョンシートとトレンドカードをもとにメンバーに向けてプレゼ
ンテーションします。
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■ゲームの進め方

STEP ４ 投票（5分）

手元に残ったトレンドカードを用いて自分
以外のシーンで共感したもの、よいと思っ
たものに投票します。

STEP ５ ベストシーン賞の発表

一番多くのカード（シーンを作成した際に
使用したトレンドカード＋投票券）の枚数
が集まったものをベストシーン賞とします。

手元に２枚残っていれば２票投票できます
手元のカードをシーン作成で使ってしまった方には投票券が１枚もらえます⇒

STEP ６ 共有・振り返り

各テーブルのベストシーン賞、そのほかどのような暮らしの
シーンが出されたかを各テーブルの代表者より発表していただ
きます。
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■次回以降の展開

今回出されたシーンを次回以降にどのように活用するか

●今回思い描いていただいたシーンは、皆さんが望む

“理想の暮らしのシーン”です。

●ビジョンシートに描かれた暮らしのシーン（ライフスタイルシー

ン）を実現することが今後のまちづくりには必要です。

●皆さんの暮らしのシーンの積み重ねが“まちの将来像”となります。

●次回は今回のシーンを振り返り、目指す暮らしや暮らしの価値観を

皆で共有しながら“まちの将来像”を考えるとともに、暮らしのシー

ンとまちの将来像を実現するために必要と考える“まちの機能”につ

いて考えます。



■R6～7年度のワークショップの流れ

R5年度

R6年度

R7年度

柏原駅東地区まちづくり基本構想の策定

ワークショップの開催 社会実験の実施

・理想の暮らしのシーン

・まちづくりの将来像

・地区の必要機能

・まちの現況と課題第1回

第2回

第3回

・まちづくりの施策第4回

・持続可能な組織等

・自身ができること
第5回

・ライブラリー

ガーデンin上市

（仮称）
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・まちづくりの施策

・アクションプラン等
第６回

・地区内の公共空間

を活用した施設の

設置、イベントの

開催 等

時期検討中

反映

施
策
の
検
討

サ
ウ
ン
デ
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グ
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ル
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グ
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査

反映

反映

反映

※ワークショップのテーマは現時点の案であり、今後変更の可能性があります

同時開催

今回はココ
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